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    ２０２４年度（令和６年度）幼稚園評価自己評価表 

最終更新日 ２０２５年（令和７年）３月３１日    園番 ２０ 福山市立 あけぼの 幼稚園       

 

１ 幼稚園教育目標 

 

 

２ 目指す自園の幼稚園像（ビジョン）                          ３ 目指す幼児像 

 

 

 

 

 

 

４ 自園の現状分析（地域環境・園の環境・幼児観・保護者，地域との連携協力・現状課題など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今年度の重点目標と設定理由（ビジョン実現のために） 

重 点 目 標 設  定  理  由 

○ 基本的生活習慣を確立する 

○ 主体的に活動する子どもの育成 

・家庭の状況や幼児の特性等により基本的生活習慣が定着していない幼児がいる。家庭との信頼関係のな

かで，基本的な生活習慣を確立し，幼児が心身ともに健康に育つ基盤を作りたいため。 

・幼児が自ら興味関心をもってかかわり，「おもしろい」「不思議だな」と感じるなど心動かす体験をする

ことで探究心が育ち，主体的に活動するようになってほしいため。 
 

 

○やさしさあふれるあけぼの幼稚園 

～小学校以降の生活や学習の基盤としての「生きる力」の基礎を育成する～ 

 ・友だちと元気に遊び，つながりの大切さを学ぶ子ども 

 ・幼児の学びを支え，小学校への基礎・基本となる力を育てる教師 

 ・たがいのよさを生かし高め合い，地域・幼稚園と協力して子育てをする保護者 

 ・豊かな感動体験，健やかな成長につながる教育環境 

あ あかるく 

け 元気に 

ぼ ほのぼのやさしく 

の のびる子ども 

 
 

明るくたくましく，心豊かに友だちとともに伸びゆく子どもを育てる 

4 歳児で入園する子どものうち，初めて集団生活を経験する子どもが 5 割いて，人とのかかわりが一方的な子どももいる。身の回りのことは，時間はかかる

が自分なりにやろうとする姿がある。5歳児はほとんどが進級児で，友だちとのかかわりも徐々に増えてきている。個別の支援が必要な子どもが半数近くおり，

療育施設と並行通園を行っている。また，生活リズムが整いにくく毎日の登園が定着しない子どももいる。 

少子化・核家族化などの社会状況の変化や遊びの変化（家庭での遊びは携帯ゲームや動画を見る）により，特定の人とのかかわりが主で，様々な人とかかわり

ながら遊ぶ機会も少なくなっている。コミュニケーションについては，大人と個別で関わることはできても子ども同士の関わりが苦手だったり，遊びが続きにく

かったりするなどの実態がある。また，思い切り体を動かして遊ぶ体験や感動する実体験が少なく，遊びが始められずに戸惑っている子どももいる。 

保護者は，幼稚園教育に対して理解があり協力的である。なかには，我が子にどのように関わったらよいか，子育ての不安や悩みをもたれている方もいる。 

地域の人々の繋がりは強く，幼稚園の子どもにやさしく声をかけてくださり，活動にも温かい地域支援が得られ，人の優しさや温かさを感じながらかかわるこ

とが出来ている。 

このような状況から，園児には二年間の教育課程を通して，発達に即した生活の自立，意欲的に取り組みやり遂げようとする態度，ルールを守って生活したり

する社会性，コミュニケーション力などが育つように取り組んでいくことが必要であると考え教育目標を設定した。 
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 ６ 目標・方策・評価  

 
３年間の目標 １年間の目標 具体的な方策 

評

価 

評 価 結 果 

○＝反省や課題 ◎＝改善のための方策 

生
き
る
力
の
基
礎 

自立心を育て，人と関わ

る力を育てる 

○必要な時に人に助けを求めることができ

る。（８０％以上） 

 

○一人ひとりの発達段階に応じてまったり声をかけたりす

る。 

〇言葉だけでなくその子なりの表現で伝えている姿を認めて
いく。 

Ｂ 

〇ほとんどの幼児が、自分の思いを伝えようとしていたが、ことばでの
やりとりが難しい幼児もいた。 

◎言葉ではない方法で自分の思いを伝えようとしている姿を見つけ、思
いに共感していったりする。 

体験したことや考えを自

分なりに表現したり，聞

いたりする力を育てる。 

〇年長：自分の考えを自分なりに相手に伝
わるように話す。（８０%以上） 

〇年少：聞かれたことに対して，自分なり
に伝える。（８０％以上） 

○年長児は，人前で話す機会や小グループでの活動を意図的
に取り入れる。 

○年少児は，同年齢のペアで活動することを意図的に取り入
れる。 

Ｂ 

〇振り返りを通して自分の思いを伝える機会を多く持つことができた。 

◎「聞き方名人」の取り組みを通して、話を聞く態度の育成に繋げてい
きたい。 

◎思いを伝える場面を意図的に持ち、伝えたい気持ちを育てる。 

○絵本や紙芝居に興味をもって聞く。 

（９０％以上） 

○絵本や紙芝居などは，季節や幼児の興味や発達段階を考慮

して選定する。 

〇自ら絵本に親しむことができるよう絵本コーナーなど実態
にあわせて環境を用意する。 Ａ 

〇外部の方の読み聞かせを通して様々な本に親しんだ。 

〇県立図書館からの貸出絵本で教師も絵本への関心の幅を広げる事が
出来た。 

〇絵本コーナーを幼児と一緒に整理し、選びやすいコーナー作りをして
いった。 

◎絵本コーナーの整備を幼児と一緒にすることで触れたことのないジ
ャンルにも関心を持たせていきたい。 

さまざまな動きを楽しむ

しなやかな体づくりをす

る。 

○運動遊びが好きになる。 

（保護者アンケート９０％以上） 

〇発達に応じた活動（運動あそび）を年間計画を基に実施す

る。 

〇わくわくタイムの充実。 

○毎月のねらいをもとに室内外で自ら体を動かして遊ぶ事の

出来る環境を工夫する。 

Ａ 

〇職員も積極的に外遊びを行った。 

〇カリキュラムに応じて運動遊びに取り組んだ。 

◎引き続き、計画的にカリキュラムに組み込み、遊びが進められるよう
にする。 

食生活を通して食事や自

分の体に関心をもつ。 

○バランスよく食べることができる。 

 （８５％以上） 

○農園活動を季節ごとに行い，学期に 1回以上栽培物を調理

する 

○食育活動を学年ごと行い保護者啓発する Ｂ 

〇野菜の栽培を通して食べる事に興味をもった。 

〇残さずバランスよく食べる事ができる幼児が増えた。意識してマナー
を守ろうとする様子が見られた。 

◎食事のマナーや食べ方を丁寧に身に付けていくことで、食事への意欲
につないでいく。 

教
師
の
役
割 

一人一人の幼児の特性を
理解し，発達段階に応じ
て個に対応した教育を行

うとともに，小学校への
円滑な接続を図る 

○幼児理解研修を行い，一人ひとりの特性

を把握し，指導にあたる 

〇年間計画を基に園内研修を計画的に行う。 

○職員会議などで気づきを積極的に発言したり，助言を求め
たりする。 Ｂ 

〇写真を通して職員間で研修をする中で、思いを語る晩年を多く持つこ
とができた。 

〇スマート保育でこまめに発信することで、幼児の姿に関心を持ち発信
する子Ｐとができた。 

◎計画的に園内研修を行いここが力量を付けていくようにする。 

信
頼
さ
れ
る
幼
稚
園 

保護者との信頼関係を築

き，お互いの役割を果た

しながら，親と子がとも

に育つ幼稚園を目指す 

○安全な教育を持続させる 

○毎月 1日を安全点検日にして点検を行い，環境を整える。 

Ｂ 

〇安全点検ができて員愛ところがあった。 

〇園内の片付けをしながら置き場所を分かりやすくする等工夫をした。 

◎行事予定などに明示するなど個々が意識できるようにする。 

○保護者アンケートで「先生は子どもの成

長を評価し伸ばしてくれている」「幼稚園の

先生に子どものことについて気軽に話がで

きる」の肯定的評価を８０％以上にする。 

○幼稚園だより・園長だより・クラスだより・HP を月１回
以上発行・更新する。 

○子どもの育ちが伝わる内容にする。 

 

Ｂ   

〇ウェルキッズでの配信をするようになり、タイムリーに子どもの様子
を知らせる事が出来た。 

◎登降園時には、個々の保護者と直接話す機会を決めてもつようにして
いく。 
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【評価】Ａ－達成した Ｂ－ほぼ達成する Ｃ－じゅうぶん達成していない Ｄ－達成していない 【生きる力の基礎】― 健康・人間関係・環境・言葉・表現   

【教師の役割】 計画的な環境構成・活動場面における教師の役割・人材育成【信頼される幼稚園】 情報提供・他の公共機関との連携・幼児と地域住民との人間関係づくり・教育相談 

〇保護者，地域のひとと共に子育ての楽し

さを共有できるよう工夫する 
〇未就園児の会を計画的に実施し，遊びの場の提供と子育て

相談を行う。 
Ａ 

〇継続的に未就園の会に参加される方が多く、入園希望にも繋がった。 

◎未就園児の遊び場の提供と保護者の子育ての相談を引き続き専門的
な視点から支援していく。 


